
秋季年曾講演アブストラクト

本合秋季年令l;rh) Ji .w 8， 211 8 N9 B京都大経ヂi1i・物1'11

，lH~士3l!-C;'仰位され， ;.坐自1α)名以上の令ぬがIllTffiし， 4Sω挑

仰が行われて伐令であワた.以下のγプラストラクト tH手時iiii

tおより選出されたものを怒にして純泉f袋詰J主 ιめたもので，文

況は編集係にあることを明かにしておきたい.

なお官庁完rl:i (匁II8) 1iEA1， !l1J.・附， e海水， 一物， 畑中. (主将

2 日〉・早乙女， 成fi1， 一柳の裕氏で;ら・2 た.今度の.5t~令 !こ附し

ては家手fJlプ主義'j~íli物1lI1~\~土愛ゅ方々の一方ならぬ~;!位プIJæWた

れ乙とにl以〈怨蹴の;段を表したい.

l EHIの議杭{主主谷哲康，小林養生雨氏〈京大烈〉

・の拭作 F/4K忍カメクの紹介から始められた.このカ

メラは 1948年試作総・l鋭が終作されたもので，逐次

'9kJ廷が加えらh今問~?&されたものは然鮎眼目1~ 74ωn 

有放街 18.5cm，F/4でiQ:Wucmの7 ィルム利行い

て約 40 40'の純悶:c.:-提訴2ι臼来るもので各町テストの

・結泉も良好だった由である.続いて小林事業生氏lま慰霊

ガラス材J3]ζ7とF2のみで〆用いて設計されたF/O.u25

のスーパーシ品 ξ ットカメラ，7JaJ"K大担カジメを大

口部長然!'}i距離乃夫盟約ft判官iと利Jl"Jナるために段計忘

れた色消しK型カメラについ・ζ暑のテストの結泉主'報

告した.

E寝波重次氏(京大型Jl)は迅速箆換式二m箆{自のF~

カセグレ γ反射J宅謹鋭の拭作報告と題しもこの亙完

成した試作第 2 鋭~P1J:~1に民示して総閉した.これは

諮問，限視，天臨，・地上設問機で主鏡{主口組leclll凹偽

物市i鏡，鏡筒内に 2f.fiの凸双曲面i銭カ勾r中合せiこ保持

され℃居り，合nY!1t勤艦隊105伽nmとlS00mmの2

・1遣が筒!fUこ切替えられて使JlJ必来る者のでらる.

伊東務ご氏{ま 1952年 3.PJ2u日から 2;悶にかけ

て凡られる水墨の純磁の漁菊l~謹淡した. i宮人に針ナ

る掩磁間，出現に制7・:r.;絡磁闘，主装組sに劉ナる"蛾0
・方向角高度等そ求めたが，月齢 1，1，月出後間もなく

起るま勝4でらるのでIIMill9lま副総であろう .

訪れ、ではるばる京五〈からまま加した乙窯美子氏(東氏

矢文符DIま佐議友三，予定問女子t ~話瀬孝子氏(~[京'jç

:x:涼〉の1.95o年 12)~ l4日の金獄食についての報

告やf\:~tt， 雲寺原澄子氏(Jl[京天文様〉け乙黒美子氏と

の共1・，1m~下になる 1957 ~I; ..I月 30 日の金吉宗食につい

ての孜殺害f報告した.

lll50 ~ f)月四日の部分内食iこ際し偏向で磁影さ

れた 23枚の乾;jD.から瀦尾海男氏(京大道Il)I主食分伝

測定し，その o-cからlf('J、由来訟によって月の平均

佼慌の修正似として JJL=-1. "52土O."41， &R= 

-0.吋5土o."51を求めた. 又同氏{土日食顕測の披約

訟の俄討と題して，泉して戸食!fJ!j則から月の{立惟の修

正怖が山せるものかどうかを吟味した.その結来月の

ui:l況の修正11([含 O.吋総f!tまでf記念に;j:とめるために

は，接~"寺刻{主 1/10砂，食分は 0.003%までの制度で

測定しな〈てはならない.Isで総eing，廻折，)'1の局

設の回凸などな考慮すると，食分の測定lこはai~勤が多

(. ~，すた弦の長さ t の測定から援溺!時刻H能定ナる

方法治清利であるとの結泊料込・ζ来る.

右間五郎尺円以;:EIl)Iま都の年曾に主主茨したのと問

ーの方法で続けられた(jl~人忠良詑の測定について報告し

た 問iJIIJと同時に的感m告として問測の締皮を記録す
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る方法{主砲1斗い.そのsか熟練によるものか磁の結決

よりは不均古代:¥r，標準偏差dさによの誌の貴U(小さく

なったり lである . 釦度分布{まガウ λから{主将~J.l.た;11'針

m形容fポナヵ" 初々の除徒にかけるためには先ずその

同数形令きめる ことが必採でゐろう
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昨年に引制レて行われ'CI.、る水島の徐tMの略現象の

結~~につき竹内生満夫氏(耳{ぷ天文諜〉の報告があった・

今年{主食の際の光躍を箆化ル光'IllfJ'によっ-ca~t~ナるこ

とに主ブJが伶か~l，仰られた光俊曲線彩太防の~影小

彩の彩't!').えび術B.に而wのあるためと考えて別総的に

求めたIlb(\)j~と l七1鈍している.

車騒・皮.次代(五引に1A)(ま 1¥148~・ 6 月 9 f1の随文1:11

t:' -7:n~の映~!lru!測から太防と月の相野{な;犯の締芥;

illl)~~行ったが，今Il!lはその糸口3航を1111.、てHの周辺

における胤符な凹凸1){I((次訴111ずることを拭みた.月

の周識が;)30カ所につきピーズの緩1気持刻少定めること

からその地獄のおざな綿いた紡m，従*)lJ1.、られてい

る TInyn のが{とかなりのtJl!l~あることヵ;ræめられた.

大般の飼い!としてHllynのものよりも山{計百〈谷は{氏

〈腕1111);:::~LI.こことは興味ある納燥である.

第 1nttマ'~の部{ま先ずlilの脱似fí'tfrt3?:の1"]阻につい

て須川カ氏と舗前鎌裳突(純度胸測所〉の混災があっ

た.Ø'J川J1:(ま携撲の外~，lIlJJ， 光行設にも二次q.険加え，

砲にf手口イナの αl 6 ~レイ点った品IlJE積書dHr.c して]3(>官自el

11;1ごよる従事~の航IÆび鈴木引と比較 したよ，その結裂

が NcwcombおよびFnbritillllの方絵とらd-形式にな

ることや示し，捕前氏{土問微帥夜間別1:::)fJ 1.、るJilにつ

いて，計2江鉄にもとずく籾{\znの税法の者~lïE~ 1922. 7 

-1942.0 (t fにわたっ-c;n~;.: し， その結必水中、tl~:Jτお

よび Cllrnc:ra 川r~の 8 にはそれぞれ最大 +0."∞3 

および -0.吻11の繍正が必爆であることな泌ぺた.

続いて氷河の1l~IlJl:::闘する研究につい'c，先ず切回

:iE.氏・(制[~捌ìJWI!fr) (ま 11:142~ t:. と 196J ~pのIf:j:刻餓ill~

からフ'J(以邸r~l，~αlこ永年鑓化的なものの外蹴測中のー

'時鑓化も有イ医することa-l泌め，辻時土とI.. lt~な統;;tか
らJI!ぷと氷河では laWS- a~NI ， Iα'.;，$'-αzslの頒1芝
分イ帥:持~，似し.久:に S につL、て料先的な関化殺するこ

とから， α に腿化省d-:主ずる r~(悶{主同t臨lこ~長油なものが

多分にあるらしいとの封(!従事'行った.父須川lカ氏〈斡

lfE限iIIlJJJfr)(ま紳'ltS1!{むに及lヨO-ji.の影響について llH2

-.u -:ドの間11作総討し，御手~M大最小にす・る風向{士

一恕ではないが， 何か米)，~Iの副首頼関{じをうけることや

見111 し，瓜1勾の彬惨事dì~肘ftl!斜の結:!f~として必加する

ことな試みた.弓滋Eモ (*l~~間測所) (主夫nu決勝I脇の

タルコ ッ ト ;*:jl1総の気泡の励~~過去のltJWIlJ~ê鋭から

統計的に取敏い，観測;Xi， ~倍以設などによる I限度数来

とその他のものとの分離合拭ふた所， 1羽必・~~大限年l羽

的に艶ftヲ匂る外，約者{まあ，'Mをの般刈飽に];l大きく多小

さい4従事戸以える制向がらり，後者・{ま WjE-]ν¥¥・の間

1mとよ〈介殺することが紹められる闘を述べた.つい

で後際滋1モ〈制度観測所)(ま提訴さから問阻であった綿

皮限iJll)の場合の WfF，-EjWのfI({がiEになる務自の瓜

肉が，機械の内部締結にあるかどうかな，今迄と金〈

別椛i;!:の浮滋夫阪併による観，UIJと比較して，問題解決

の"つの手懸りやfþtえる~・みについて主&べた. 史に服

部忠彦氏 (緯度限isリI!fr)(ま HlOO-1935年に亙る間際

締役間i剛氏やml.、て新たに1ii:llめ常鍛rげ十rf.した所，材

"の時期のとり方lζょっτ多少違う:o"，レーずれも υ"
1:)-9， "20となり到日もから務謝lされた悩 9."21-9， " 

22より小さい紡果になること?-tsNした.

ょI[)，江天文芸廷で.tJMべている作五(J)I凡1萩・の7k品!I年計のlill

f予知瓜{ま，総iliN. 8toyko ヵ:筋英米{婚の水品目寺討の

・¥j{行から伝治的に求めた地主主匂側諸・1をの年期嬰化の{lii

fレ蹴める将iこはよ くないが，敏例の"1:'均ψとれIjに の

{If(の;Jミめられる可能性はある制度あることが虎尾正

久代 (~[Jjì~天文凝〉から述べられ，ついでf，îJ氏から II:f

:;tの簡M歩度制定供仰としてクリスタルマイクロ7..t

y と竺段桁rIJ際，車交屯管による一秒一lωの取出し，毎

分 6] 振りの~II介時計. 1~~級交{.l~より f或る袋1;'，やも

ち，光によるー致訟で中介1I1j:?tψj必して供試1I}1計の2)7

J!t~知る方法の滋闘が為った.制度{ま円詮で士10 秒

J1内で，充分凶的に遊う陶'(!ある.更に飯島.署長氏

(，tlU;(天文法)(ま見{ぷ天文忍で本年初jめからも1!ffJされ

ているがfしい時計比較侠R変である平岡し抱銀総につい

て総明し，これによって時計比較の制度が土O，6m渇

以内になったことク報告した.

ついで)J祭!釧係の:/!idi[として.先ず欄ロ直下信氏(東

京ノ史文革芸)(土地球埼U市平な厄!仰筒悶~の形較し，内部

{ま完全剛般の地強と粕~.hや有する ii~HrJ.絞とから成ると

fl'1Si:!してな動泡却/)やしらべた袷:J.IHUIニ結2命令次のよう

に授.:Rした. α〉動:rM'~係敏 ..>)013 の均恰{主地時金

Ro."例。惚と考えてよく，b) ..-!?XIOIIの湯合{まな!WJ

の{悦Bが約 8'総泌れ，c) ^'く1l)8のj~~rr't(主主主動lJiの

大きさがやや減ずると共に絞的に・ゴUJbt日t胞があると増

えて組励すま放ってよい， ~原鎌一氏(日'~X~大〉が焔動
J(，;x"“)1 

ぬにおける 13r酬の級数 51τ戸，(1匁1<1; 
イ，jはiEの鋭敏.パま無翠Il敏) ，))~文倣の必~・，-分I~議1'1エ

ならびに Gyld~'n の~~迎の数穆的なな設について地べ

たのに純き古在自秀氏〈京大.JI1!)(ま小惑星トウレの長

1・);IIUI情動を，その臨界引数eヵ;0。のまわりに符勤し

'Cいると f限定してJI・~した給栄を豊重点した.印ち Ð Iこ

はj汚:il'Jiree lil>rnLiollの外にかなりな事長巾 (3¥)0(な〉

十もち， 1.ウレと木庄のm-日初制度の訟を引数とする

Jtiがあることが比出され， 前者の)i'~l!J1(U':J 190年，後

潟のは 690年(y:でi在日勤{ま普通の小品~á!とは反針に逆

行になったこと宏池ぺ，そのか，JWIが比般的短い政向k

，1ft叫した.
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土問積氏(京大恕)1まW.D. LambE'J:むの論文「掩

蔽，日食の測地観測への臨1'fJJを紹介して阪商溺!舗と

針照批判した.次に静岡湾民(続演閥会:大)1主最近にお

ける周航さま皐の軌道の研究とし -cTnttle-Gi.a∞bini-

Krωak， DIl Toit " Encke等iこっレてのべ，周期，普

皐の漁殺に{ま器際空E繁を十分吟旅ずべきこと，およ

びその軌道の研究には既知の周期普星の外，流星の軌

道から得られる周期主主星の軌道，古代普星の記銭中iこ

若子含まれる周期響星などが京IJ1'f~できるであろうとつ

け加えた.制L、て同氏から釘*，朝畔， 中部の悶石に

ついての報告があり，最後に薮内清氏〈京大人文科E察

側〉が 1385 年明中閣で訴得されたアラピ7~文容の

「七政1ffi歩JIこ見える星袋についc.その成立の由来

を考脅し，それらの皐の隅測年代が 1305:1f::l1tと熊定

されることをf述べて第一悶の務演は終了した.

2日間tま主として茨随物理穆閥係の研究費祭が行わ

.れた.回中利一郎氏〈新潟大)1ま記長阜の榔治について

・縮退綾と大気府とから成るモデルそ考え，このような

モデルによっても地球~と木星，W).の惑星を続明できる

ことを示した.

古畑正秋Eモ〈東京天文凝)1主，伊豆における夜光の

・赤外接光電測光の結来?:磁波して，夜光の水平移動を

見出しその移動が NEN叉{ま SWSIこ肉うものが

多L、という興味ある結決を示した.

野附誠失.小野.雨Eモ(東京うそ文凝)1土東京天文霊長

の太陽商'レ{チ γ観測による近年の太陽活動拡大切11，特

。 に今年~J:_61弓切に出現した長待命の大占禁勤務tについて詳

しく報告し，つづいて野附氏と清水一郎氏(東京矢文

・議〉は梁絞におけるコロナ腕測の現慨を総閉した.よ

国積氏〈京大溜1)1ま中閣の欣5E路f&J(二十五史)Iこ袋

われている太陽占禁断の記鍛をmいて，記筆者のある時を

蒸駄のZ盛大でらるとの{限定から， 11.15年という不均

.周期を見出した.

鈴木緩疋~(京都祭主義大〉は， 氏の持論である NRTR

〈不均一臨射滋〉のイ限定によって太陽修貯の特別なTil
.S1紙滋役立合問しようとした.つまり太陽の淡街lこはJifr

々にm度の異常に商いところがあり，彩}授の践の~S分

はこの璃射を受けないが商い所の方がかえってこのi窃

:泌i皮の鞠射を受けておく潟品されるというわけであ

る.

末完著書三郎氏(東京天文萩)(ま前問につづいて箔摺

:法伎による太穆呉常領主主の分光測光に闘する碗究その

ぺた.今岡{主 Htx.棋の輪廓についてであるが"“正常

な Hα線"を判定すること沙繍幼‘しいよ1;::.太陽上}仔

の吸牧によって非常に艶形され易いので，硲かな結論

{ま{来寵された.

そのさえの.-つの読む司(土太陽電波"こ闘するもので，-

i義邦彦，小山仲間~(谷川火) 1ま谷川大!こはじめて設

i注された 12(j¥TOの没f.i終について報告し，高倉i憲夫

氏 (大阪市大〉は太陽電波と然.'ll，~との相関やしらべ.c

太陽商'1'央部の然劉数lこ，周縁~11の然助隊の 1.5{t}'の

ウ A イ 1・をかけて加え合~・たものが太1\民電波の~!H さと

最もよいキJ1h制令現わすことな示した.よれは大防憶~l!

(85mm) の剤事象i威光度について一つの作Ntî事~Wえたも

のといえよう.畑中武夫，鈴木2量殺雨氏(束ぷ天文言伝)

は，東京矢文量誌で電波のルーチン臨測とえい行して行な

.われてL、る削減の観測袋問と.f\1られた二主の鮎，!j~に

ついて報告した.大きなアウトバーストの幼介に， Ji，): 

19Jの一山{ま倒波 しc¥，‘ないで，後につづく 11.，が仰波し

ていることなどが苅された.

守山史生氏OiUjく天文凝)1まj也陥紙)d.l~却す太陥2及

効鮮の太陽町上の分布n事?統計的にしらべ，~.~~}iに見か

けの活動JrEだけでな〈磁場の3mさも考階に入れ℃越前

なウ ιイトをかければ"t-也1滋主主!品の以悶となる然鮎'鮮

の分布{ま非常に!lRらかに11'央予午線より も少し:)!jに秘

大を示すことがgsjらかにされた.った|助からの微粒子放

射について然動の磁場が何か穆捌Eなfl;)-Ifkレ口、るこ

とがうかが1つれる.

小尾{信弼氏(東京天文筏)1ま2pn配位以子の持つ3

つの萌の開聞が 2:3 となっていないのは仙のt，~{なと

の交友作mによるものであるとして，その筋線寄?数:11布.

的にま夜明した.

午後{ま徳康章章氏(東京天文議〉のセフアイドの光度

l出棋の色によるfjJ.HIのずれの総明に始まった.これ{土

Stebbins の六色測光・で丸山だされたものでめるが，

jそは光度カ極小である時iこ.!i!の小簡が柄火しつつらる

ことを完与えに入れて，このずれが定以的lこ;治則される

ことを示した.

海野和三is，航海瞥掬陶氏(波大型I!)1主ijillelにつづ

L 、て娘足以昆慾の内部m~励に就いての1JUP，(nl的オ~~従事て行

った.Y;!tれが5E1品'的11あるというfl弘主役のぞいてjjilleJ. 

の結泌を鍛脱ナれば.必認のスペクトル総省rうまく税

関することができること令示した.釈いて海野手日三i2s

Eそ(波大地1)(ま括経息吹hl~に働くJjfiil射艇につの~HM

削ち加即位a激烈， Eowen機構による減少. CI叫n・

dJ嚇 ekharによって糊べられた島恕の加法j広的協)1日に

よる肱プJの減少，~ HeH の La. の峻手?にhæぃ・ζ比í~没

して見，て，前二務・{主|司じ粍肢の犬舎さで)It後のものよ

りも激採が大きいことを示した.

次いで三枝利ヨヒ氏 (Jj(プミJ.!Jl)は同じく遊品欣ぷ認の

鞠身tl躍を皐2震の!ぴみが火きい場合に!舵い.c制べた結*
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であると従定した.常識字t した，前|巳! と ì$って今~I対決乃輸出会 ，:ップラ

ー混とダンピング加の合主主とし.c取り銭ってその条湖3

比仏、製訟で{対話射猷i主i';anstrn放援を入Jι℃も小さ

くならなレよと予言i::しえ.

成摘発一氏(耳f北大活l)(よ Hoylc のヂ宙為!こ就い・

ζ抗判を試み，それが Hoylt'のやむ方と這う方向か.

らでも叫・き出せることやがした.

北村正利代(ヰ!)j{ジ改袋)(主 Stl!l>binsの立の色乃

iliq~Ë結裂な似つ℃叙M砲に;!~ÎtL)J!，"Jil)皐!lll事伝子力分布

ψ出し. 1 1.その分 (jjそ似つーζ1000 パーセク上~l 的の

El.の28滋!'.-:;!<めた.鏑木政段1そorr大)'!il)(士f具合守系外

広~の色道j託金星~m!物質による今;1日!吸牧であると限

定してその'fl'H定{主.fj}.!&内の皐聞物!t{の1r.:疫の 1/!()(XJ(な

:r';:後aこ安田署まま雄氏〈班点天文;終)t土約500伺のおjiil

j変良に就い・ζ，それ等の~:mが銀河系の中心を一つの

1，\~'P(i とするこ~~11l市』であると L 、う限定乃下lζ ， 11':均の

軌道'~1毛111(と緋心併合求めそれ等が火4 0.7と 0.4

"c:'・らること公丸山した.
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2 拘JI中氏火ー lH 縦波 if(次 30 ;t;;伝耐診 44 fJ~ítM 粉ニ 58 ~と問文大
3 1}t.1も JE久 17 線I'f 光良1I 31 松 I{t; fW，鍬 45 成和努ー 59 ，J、111 やH
4 111ul主敏夫 18 者lif{i 涯了. 32 IJ、問形二郎 4(; ".i'l {f夫![三 (;(.} プ三由年 重立
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7 5tr;木俊1I~ 21 安111 務総 35 イ引'(:1 m夫 49 i~自 1 rJ. i品~yj 。3 i出
8 S海 水 政被 221ft内鈎失 叙; ~t-円 '・c:1 50 ~il.t cx 64 殿古jl 昭
。一線誠一 23 ij 総i 37 III .，.利ー ';$ 51 llll~ii ιp.t{ 日 上 世f 季失
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12 世f州IlE平士 2G 対~7ï:1f.三政1， 40 必谷)If-nt， 54 i.;tJIII iIミヨミ G8 711j永 寄るー
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'
i(.b JR学 41 /:，あi文芯良1¥ 55 今川・女子安

H ~'i Iq J{;(~I; 28 ブ-:i'i民 主12積立 .~!! 1'r:l臨終炎 50 ;;'ILI 設:

-18(j-


